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看護師と看護学生の喫煙行動に関する実態調査

本多正尚１，葛迫奈津子２，小瀬幸恵3，中村清英4，伊藤寿満子息，丸山ひさみ５

Investigationonsmokinghabitsofnursesandnursmgstudents
●

MasanaoHONDANatsukoKUZUSAKO,YukieKOSE,KiyohideNAKAMUARA,

ＳｕｍａｋｏｌＴＯＨ，ＨｉｓａｍｉＭＡＲＵＹＡＭＡ

はじめに 病院をモデルとして選び、全国平均と比較し、ど

のような項目に全国平均とのずれがあるか把握す

ることにした。

同時に本研究では、看護学生と看護師の比較、

看護学生の学年ごとの比較も行う。これまで、男

性の喫煙率が緩やかな減少傾向を示すのに対して、

青年期女子の喫煙率は上昇する傾向にあり（ＷＨ

Ｏ,1975)、この傾向が日本でもあてはまることが

知られていた（村松，1985)。また、女性の場合は

男性と比較して禁煙の成功率が低いことや（Us

DepartmentofHealthandHumanService,1980)、

看護学生の喫煙率は一般の大学生・短期大学生に

比べて高いことが指摘されていた（横川,2002)。

しかしながら、学生だけを対象にした研究（e､9.，

村松，1985;松村,2002）や看護師だけを対象に

した研究(eg.，日本看護協会,2001;蓮尾他,2004）

があるのに対して、学生と看護師を同時に比較し

た包括的な研究はほとんどない。そこで本研究で

は、日本看護協会（2001）で用いられた質問項目

の一部を看護系の学生にも実施し、喫煙行動の成

立要因および禁煙に対する考え方を看護師と学生

の間で比較検討する。今回対象とした学校では、

他の学校と同様に、多くの卒業者が附属の病院に

就職しているので、こうした特定の学校・施設で

現在国内外で、たばこが健康に及ぼす害への関

心が高まっている。その中で、健康指導を行わな

ければならない立場である看護師の喫煙率が一般

成人に対して高いことが問題となっていた（e､g､，

大井田他，1999)。こうした中、日本看護協会で

も2001年に全国調査を行い、看護師の喫煙率は

男女共に一般成人より高いこと、特に女性看護師

では各年齢層において一般女性の喫煙率より高い

ことなどを明らかにした（日本看護協会,2001)。

しかしながら、日本看護協会（2001）の結果は、

全国を１つの集団として扱っており、都道府県な

どによる地域間の差異あるいは各病院間の差異を

考慮していない。地域間や施設間の差異の存在は

繰り返し指摘されてきたことであり、複数の集団

をまとめて評価する手続きは集団の特性の過小評

価につながる。特に2003年に施行された健康増

進法では「多数の人が利用する施設の管理者は、

施設利用者について、受動喫煙を防止するため、

必要な措置を識ずるよう努めなければならない

(25条)」とあるので、各病院では個別の禁煙対

策が求められている。そこで各施設での禁煙対策

のあり方を探るために、本研究では、ある特定の
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発生しないことを明示した。また、調査は無記名

であること、個人および部署が特定できるような

形で回収・集計・保管・公表されることが一切な

いことを明示した。同時に調査結果が厳重に保管

されること、教育・研究目的以外に公表されない

ことも説明した。

の経時変化の把握は、将来への禁煙対策に向けて

も、意義あるものと考える。

材料と方法

１．鵡査対象

対象者は長野県内のある大学・短期大学の看護

学専攻・看護学科の１年生70名、２年生88名、

３年生68名、およびその附属病院の看窺師429名

の合計655名であった（表１)。回収された質問紙

は、１年生66名、２年生85名、３年生58名、および

看護師365名の合計574名であり、回収率は87.6％

であった。そのうち有効な回答が得られたのは、

1年生56名（女性49名、男性7名)、２年生68名（女

性66名、男性2名)、３年生49名（女性49名、男性0

名)、および看護師301名（女性294名、男性7名）

の合計474名だった。看護師の内訳は20代178名

(女性174名、男性4名)、３０代72名（女性70名、男

性2名)、４０代34名（女性34名、男性0名)、５０代１１

名（女性10名、男性1名）であった。今回の調査

で回答を得られた中に10代と60代の看護師は男

女ともにいなかった。

３．調査項目

質問紙の内容に関しては、日本看護協会(2001）

をもとに作成した。年齢・性別など個人に関する

項目、喫煙経験・喫煙開始年齢．現在の喫煙状況．

喫煙のきっかけ・禁煙についてなど喫煙に関する

項目、気分転換法に関する項目は回答者全員に、

喫煙本数・喫煙の時と場所などについては喫煙経

験者のみに尋ねた。喫煙に関する考え方について

は、日本看護協会（2001）では複数回答法の選択

肢であったものを、５段階（「そう思う」から

｢そう思わない」）の評定尺度法に改変した。ま

た新たに、喫煙に関する考え方について「人の健

康に影響を与えるので人前での喫煙は好ましくな

い」という選択肢を追加した。

４．分析方法

本調査で得られた附属病院看護師のデータに

｢看護職とたばこ・実態調査」（日本看護協会,２０

０１）および「平成10年度喫煙と健康問題に関する

実態調査」（厚生省，200o)のデータを加え、比較

検討した。なお、日本看護協会（2001）と厚生省

(2000）については母数が本研究と大幅に異なる

ため一部検定を行わなかった。

さらに集団ごとの比較をするために１年生女性

49名、２年生女性66名、３年生女性49名および

附属病院看護師女性294名について比較検討し

た。各質問項目の集団間の差異をＸ２検定、Krus

kal-Wallis検定およびＤｕｎｎの多重比較を行った。

男子については、被験者数が少なかったので分析

には加えなかった。有意水準は５％に設定した．

表１被政者砿

配布数回収数 有効回将者数蛾
⑲
随
伯
螂
細

凪性

７

２
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７
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1年

2年

3年

新凄師

叶

、
鯛
鯛
仰
魎

硫
砺
閉
錨
銅

２．調査方法

自記式のアンケート調査を2003年７月下旬から

８月上旬に実施した。学生は調査票を学年ごとに

配布し、原則としてその場で回収した。看渡師は

調査票を部署ごとに配布し、個人ごとに無記名の

封筒にて回収した。看護師の回収の際には、直ち

に１つの箱に入れ、部署が特定されないようにし

た。

調査に先立ち、口頭と文書にて研究目的と調査

内容を説明し、調査が任意で質問に答えずにある

いは途中で放棄して退出してもよいこと、一部ま

たは全部を無回答で提出しても個人的な不利益は

結果

1．全国平均と附属病院との比較

附属病院の看護師、女性294名および男性7名
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について有効な回答が得られた（表１)。全国の

看護師全体の代表値として「看護職とたばこ・実

態調査」（日本看護師協会，2001)、および一般成

人の代表値として「平成１０年度喫煙と健康問題

に関する実態調査」（厚生省,2000）を用いて比較

検討した。

虫４全国沼膜師の年｡粥6用別の初めての喫煙年齢.喫腫狸nh巻についてのみ』Llfut．

（）内は％を示す.全国刊伍師のデータは日本君国箇会(2001)からの引用．
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a・喫煙の経験

「あなたは今までに1本でもたばこを吸ったこ

とがありますか」という設問に対する回答を以下

に示した（表２)。年代を分割せずにｘ2検定を行

うと、附属病院と全国看護師の間には有意差があっ

た。割合でみると「ある」と答えた全国平均が5

3.2％だったのに対し、附属病院ではそれよりも

少ない44.7％だった。

c･たばこを吸ったきっかけ

喫煙経験者に対し、たばこを吸ったきっかけを

複数回答法で聞いた。附属病院では「友人の影響」

48.9％、「好奇心」44.4％の順で多く、全国看護師

と同様の傾向を示した（表５)。が検定の条件を

満たさないため、検定は行わなかった。

表２年齢階用･ｇＥｔ５ｇ虫の有無（）内は％を示す.p全国沼田師のデータはロ本羽堕型会

(2001)からの引用．

Ｎｉ風病院 全国肴箪師＊

なし 放しあり あり
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34Ⅱ49.7）

２３(42.③
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表５たばこを吸ったきっかけ喫煙経職者について蕊計した.ただし､複数の

選択を可とした,（）内は％を示す.*全国軒護師のﾃﾞｰﾀは日本瑠僅協会

（2001)からの引用．

附属病院 全国蕃護師＊

親兄弟の影瀞

友人の影響

同僚や先輩の影縛
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テレビや雑誌のＣＭを見て

ﾀﾞｲｴｯﾄのため
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眠気を党ますため

好奇心

その他

無回答

回等者数

２(1.5）

６６仏8.9〉

１１(8.1）

９(6.7〉
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３(22）
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35000.0〉

I45uO
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1142(31.4

236(6.5

430.2

3637(100.0

b,初めて喫煙した年齢

上記設問で喫煙経験が「ある」と回答したもの

に対し、初めての喫煙年齢を尋ねた。最も多いの

は附属病院および全国看護師ともに「20歳」で

あるが、第２位が全国看護師では「18歳」だっ

たのに対し、附属病院では｢21～22歳｣であった

(表３．４)。しかし、これらの間に兀圃検定で有

意差はなかった。

｡､現在の喫煙状況

喫煙経験があるものに対して現在の喫煙状況を

尋ねた（表６)。年代を分割せずにx2検定を行う

と、附属病院と全国看護師の間には有意差があっ

た(表６．７)。割合でみると、今までに喫煙経験

がある者のうち、附属病院では「毎日吸っている」

は18.5％だったのに対し、全国看護師は38.2%だっ

た。時々吸う」と合わせたものでも、附属病院は

32.5％だったのに対し、全国看護師は48.4％だっ

表３附目病院の年齢厳烟別の初めての喫煙年齢.6円煙、R者についてのみ集!}した．
（)内は船を示す．
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た（表６．７)。 表９たばこを吸いたくなるとき･複数の週択を可とし､喫煙者について集計した.

（）内は%を示す.ただし、男子を含む．*全国君笛師のデータは日本宕襲搭
会(2001)からの引用,

喫煙者合計虫６附瓜病院の年的階刑別の目U在の91煙状況.1巴15醜■者につ0､て典叶した.（）内は乳を
示十．

付属粥院 全図滑綴師
101符巷致毎日吸っている時々吸う現在は吸ってぃ喉Ii、ィ;Iｿ］ 自分を元気つけたいとき

緊扱を和らげたいとき

ｲﾗｲﾗしたとき

気分松摸したいとき
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くつろいでいるとき

お酒を飲んだとき

憂患や不安を忘れたいとき
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１(16.7）

19(14.0）

51622）

18(66J）

16(80,0）

４(66.7）

”(660）

l(12）

1(３７）

0,0〕

010.0）

2(1.5）

８２

２７

２０

６

１３５

忠７全国沼田師の平的筋用別の現在の戻煙状況・喫煙経政者について典叶した.（）内は外
を示す.金田君■節のデータは日本刃i■b自会(2001)からの引用.

回博廿8ｋ毎Ｈ喪ってＩ､ろ時々汲うりu圧l±吸ってい喉い 不"

10代

20代

30代

４０代

50代

60代

無回博

行』卜

】(500）

618,2.0）

365(35.5）

261(35.2）

123(36.0）

１１(47.8）

Ⅱ(39.3）

1389(38.2）

Ⅸ0.0）

200,3.6）

８１(7.9）

５５(7.5）

３０(8.8）

ｌ仏3）

３m0.7）

37100.2）

Ⅸ0.0）

６日4.5）

６２(60）

６２(8.0

３２(94）

別8.7）

Ⅱ3.6）

狸引6.ｍ

ｌ(50.0）

588(”,）

520(50.6）

２
，
噸
糎
迦
麹
濁
訂

Ｉ
Ｉ

妬

9.喫煙する場所

たばこを吸う場所について、複数回答法で聞い

た。附属病院、全国看護師ともに「自宅の居室」

が70.5％と最も多く、次いで「喫茶店・レストラ

ンなど飲食のために利用する場所」となった．ま

た、附属病院では「職場の指定の喫煙場所」が6.8

％と極端に少なくなった（表10)。無回答を除い

てx2検定を行うと、附属病院と全国看護師の間

には有意差があった。

363(48.9

157(45.9

９(”」

１３(４Ｍ

侭!(45.4

e,喫煙率

喫煙率は全回答者に対する喫煙者（「毎日吸っ

ている」「時々吸う」の合計）が占める比率とす

る。全回答者に対する喫煙率は14.6％であり、一

般喫煙率よりやや高く、全国看護師より少なかっ

た（表８)。
変１０たばこを吸うU､所.復敏の迅択を可とし.gEHE者について銀Hfした.（）内は％を示す．
●全国刃忠節のデータは日本､，蔑侶会(2001)からの引用．

喫側1行

表８年齢ﾛ姻別のﾖﾛ煙申．●｢一般女性｣｢￣HUB性｣(平成十年喫fF上田､庵に関する爽伍

国在･厚生労働石)､棹全国君腰師のデータは日本君田樫会(2001)からの引用.
財田病院

３１(70.5）

1Ｋ25.0）

Ⅱ2.3）

Ⅸ6.8）

ｌ(2.3）

Ⅸ20.5）

20(455）

Ｍ9.1）

Ｏ(0.0）

44(IOOp）

金岡君田姉

1275(72.4）

259(Ｍ,7）

４９(2.8）

881(50.0）

６３(3.6）

387(22.0）

801(45.5）

７９(４．5）

９３(5.3）

1761(100.0）

自宅の鵬裳

自宅の鳳外

職凶の通鯨仕嚇をしている部屋

蔵魁の桁定の喫煙姐所

職M1の桁定の喫煙H1所以外の出所

imEb途I2

gE茶階･ﾚｽﾄﾗﾝなど飲食のために利1Wする場所

その他の凶所

傭回符

阿符行数

附瓜病院一般喫煙率＊ 全国石患飾な＊

回梓行数喫億率一般女性一般男性女性男性

回答者散q契煽率回答者数喫hE＊

lOIt

20It

30代

40代

50代

60代

鷲Ｍｌ稗

合`l｝

０
０
８
４
２
０
０
４

３
４

暁
笂
隅
脇
既
脇
脇
嚇

０
６
１
１
１
０
０
１

１
１
１
１

１

脳
醍
醐
研
旧
鋼
脳
佃

３
３
９
ａ
０
Ⅵ
０
３

４
２
１
１
１

１

脇
既
瓜
脇
砿
既
脳
髄

９
７
２
０
１
６
０
２

１
５
６
６
５
４

５

7

2756

1770

ｌ２７７

Ｍ３

４９

４０

６５３５

汎
既
脇
汎
飛
佃
鍋
鍋

■
●
●
●
■
①
●
●

４
．
１
２
３
９
０
７
４

１
２
２
２
１
２
２
２

０
１
５
７
３
５

９
８
４
４

岬
偲
繩
懸
、
嘔
岬
洲

５
６
３
５
４

272

ｈ１日の喫煙本数

附属病院の喫煙者の１日の平均喫煙本数は女性

f、どんな時にたばこを吸いたくなるか

喫煙者に対し、どんな時にたばこを吸いたくな

るかを複数回答法で聞いた。ｘ塾検定の結果、附

属病院と全国看護師の間に有意差はなかった。割

合でみると、附属病院は「お酒を飲んだとき」の

70.5％が一番多かったのに対し、全国看護師では

｢イライラしたとき」が一番多かった（表９)。

表１１性別およびUU量状､u別のｌｐの平均喫煙本数.*全国君箇師のデータは
日本沼蔑協会(2001)からの引用．

現在の喫煙状況ＩＨの喫煙本数 回答巷数

付属病院全ＩＦ１石護師付属摘院企I到石襲師

女性毎冊吸っている

時々吸う

合叶

剛性毎Ⅱ吸っている

時々吸う

分針

１０．７

３．４

7.2

10.0

７．５

８．３

13.1

5.0

11.7

204

8.8

19.7

2３

１１

３４

]227

264

1491

137

９

１４６

２
３

－２４－
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７２本、男性8.3本であり、全国看護師より性別・

喫煙状況別の喫煙本数は少ない（表11)。

表１４禁煙を考えた理由,檀Bkの選択を可とした.（）内は％を示す．

＊全国看護師のデータは日本看護協会(2001)からの引用．

回答者計

全国看議師＊

1487(58.5）

488(19.2）

183(7.2）

363(14.3）

224(8.8）

１８(0.7）

155(6,1）

400(15.7）

１８(0.7）

］25(4.9）

５３(2.1）

368(14.5）

261(103）

310(12.2）

107(4.2）

2541(100.0）

附属病院

７１(88.8）

１４(17.,

5(63）

17(21.3）

800.0）

０(0.0）

１０(125）

９(11.3）

３(3.6）

Ｏ(００）

IL3）

２(2.5）

Ｏ(0.0）

０(0.0）

０(00）

80000.0）

i・禁煙の経験

１本でもたばこを吸った経験のある者に対し、

今までに禁煙を試みたことがあるかを尋ねた。こ

の設問に対し、日本看護協会（2001）では「軽い

たばこに変えた」という選択肢はない。これは、

禁煙行動に付随する行動の一貫と考え、本研究で

は選択肢に加えた。

附属病院では「禁煙を試みたことはあるが成功

しなかった」が８９％と全国看護師より少なく、

｢禁煙して成功した」「現在禁煙している」の合計

が44.4％と全国看護師より多かった（表12.13)。

健康に悪い

自分の妊娠

家族の健康のため

他人に迷惑

家族や友人の勧め

職場の上司･同僚の勧め

自分自身が医療従事者だから

自分の体調不良

医師や看謹師による勧め

吸える場所が少なくなった

職場で吸えなくなった

ﾀﾊﾞｺ代がかかる

やめられなくなりそう

その他

無回鱒

回答者数

哀１２用風病院の現在の喫煙状況およびﾒﾀ煙の巴Uk.ただし､９８厘経破があ錆について鎖計

した.（）内は船を示す．

禁煙し奥正紫儂煙を拭軽いた紫煙を考禁煙を

回審て成功煙を洪みたことほこにえた二と考えた哨無回縛

者散したみていばあるが変えたはあるがはない

ろ成功し左何もし厳

かったかつた

め、検定は行わなかった。

毎ｐ吸って

しる

時々吸う

現在は吸っ

ていない

無回移

合計

獅
四
卯

７

(28.0）

４

<21.1）

（1.1）

０

(0.0）
１２

(8.9）

Ｏ

<0.0）

２

(10.5）

１８

(53.ｺ）

０

(0.0）

５０

(370）

６

⑫1.0Ｉ

〈5.Ｊ

０

（0.0）

０

（００）

７

（5.1）

８

(32.0）

４

(21.1）

０

(0.0）

０

(0.0）

１２

(89）

４

(16.0）

(5.帥

９

(10.0）

０

(0.0）

１４

(10.4）

０

（００）

２

(】05）

２７

(30.0）

０

（0.0）

２９

(215）

Ｏ

(0.0）

５

(26.3）

５

(5.6）

０

(0.0）

１０

(7.4）

k､喫煙に対する態度

日本看護協会（2001）では５段階の評価ではな

く、当てはまるもの対する複数回答法であった

(表16)。しかし本研究では、喫煙に対する態度を

正確に把握するために、「そう思う（５点)」「や

やそう思う（４点)」「どちらでもない（３点)」

｢あまりそうは思わない（２点)」「そうは思わな

い（１点)」の５段階の評定尺度法で尋ねた。ま

た、「人の健康に影響を与えるので人前での喫煙

】3５

表１３全国忌趨師の現在のpH煙状ｉＵおよび禁煙の経肢.ただし､喫煙怪映がある者について罫Ｌ

計した.（）内は船を示す.全凹珊護師のﾃﾞｰﾀはn本羽護協会(2001）からのりUW．

回符禁臆し現在禁禁蝿を試軽い夕禁煙を新紫煙を無回博

者数て成功児を試みたこと（。にえたことぢえた

したみていはあるが変えたはあるが事はな

るlbIi功しな何tLない

かったかつた

毎日吸って

いる

時々吸う

現在は吸っ

てい唯い

無回等

合計

３７０

(206）

５８

(15.6）

１Ｊ

（0.8）

１

（0.4）

４４

Ｉ(12,2）

ｌ７

ｕ２）

１７

個.6）

５２Ｂ

(32.0）

１０５

(46.7）

６６６

(18.3）

２１Ｂ

(15.7）

８１

(21.8）

９７

(5.帥

１５

(G7）

Ｉ１Ｉ

ｕＬ３〕

1390

371

1651

225

3637

９５

⑱.B）

７９

(21.3）

９４１

(56.9〕

９３

(41.3）

1208

(33.2）

１０

(0.7）

５Ｚ

(14.0）

６＄

(39）

７

（3.1）

１３３

（3.7）

６８０

(49.ｍ

８４

(22.6）

７

(０４）

４

（1.8）

７７５

(21.3）

表１５附風病院の喫煙に対する1,度.そ､'でれの項目に対して5段11iの評伍をおこなった．
（）内は％を示す．

女性 男性
計

喫煙者非喫煙者喫煙番非喫煙者

自分の健康と.喫蹴は好ましく

ない

女性の喫僅は好ましくない

３

(75.0）

２

(50.0）

３

(75.,

３

(75.0）

３

(7500）

３

(75.0）

２

[50.0）

３

(75.0）

４

２４５

(96.8）

１９０

(75.1）

２４７

(97.6）

２４０

⑲４．帥

１９４

(76.7）

２４７

(97.,

116

(45.帥

２０８

(82.2）

２５４

２８５

(94.4）

２１３

(70.5）

２９２

(96.7）

２７７

pL7）

２３１

(76.5）

２９２

(96.7）

１３０

<43.0）

２４８

(821）

３０１

訓

(82.9）

２０

(48.8）

３９

(95.1）

３２

(78.0）

３２

(78.0）

イＯ

(97.6）

１７

Ｍ1.5）

３５

(85.4）

４１

３

０００）

(333）

３

０００）

２

(66.7）

２

(66.7）

２

⑱6J）

０

(0.0）

２

(66.7）

３

胎児や子どもの健康のために喫

煙すべきではf負い

人の他LIiに影騨を聯えるので人

IMIでの喫H1は好ましくない

喫煙は個人の目111である

j・禁煙を考えた理由

禁煙をした（しようとした）または禁煙を考え

たことがある者に対し、禁煙を考えた理由を複数

回答法で聞いた。附属病院は「健康に悪い」が全

国看護師に比べ多く、「タバコ代がかかる」が少

なかった（表14)。ｘ2検定の条件を満たさないた

喫煙は個人の自由だが､時と場

所を週I灘ければならない

医寂従卒者として喫煙は好ましく

ない

医療従事者でも､勤務時11Ⅱ以外

の喫煙は目111である

回縛巷数

－２５－
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a・喫煙経験

「あなたは今までに１本でもたばこを吸ったこ

とがありますか」という問いに対し、１年生、２

年生、３年生と学年が上がるにつれて経験者の割

合が上昇し、３年生と看護師ではほぼ同じ値を示

した。尚、が検定の結果、全体として割合には

有意差が認められた（表17)。

戎16全因魁厘陣の喫煙にjMする姐度.開田痢院の回答形式とはJ$なり､当てはまる

項目に対して複数の選択を求めた.（）内は％を示す.全国君■師のデータは日本

君国協会⑫001)からの引凧

女性

計喫煙者非喫蝿者

自分の健康上､喫煙は好ましく

ない

女性の喫煙は好ましく鞍い

５１９８

(76.0）

】594

(23.3）

５１３７

(75.1〕

４
１
２
１
４
ｊ

卵
叩
印
加
Ⅲ
巫

伍
、
’
㈹

３７８８

ＣＭ〕

１２５６

(27.⑩

３７０１

(79.③

胎児や子どもの健康のために

喫蝿すぺきではない

人の健康に形暫を与えるので

人前での喫煙は好ましくない

喫煙は個人の自由である ２４９７

（36.5）

４１８６

（61.2）

１４８４

（21.7）

２４８３

（36.3）

6840(100.0）

７２１

（44.9）

1160

（72.3）

２０９

（13.0）

７０６

（01.0）

1605000.0）

１５６８

（33.7）

２６９９

（580）

ＩＭＯ

（24.5）

１５７７

｡3.9）

4653000.0）

表１７喫煙経U償者数.（）内は％を示す．

対象(回答者鋤ある なし喫煙は個人の自由だが､時と場

所を逝ぱなければならない

医療従ﾘﾄﾞ者として呪111は好まし

くない

医療従事者でも､勤務時WRI以

外の喫煙は自由である

回答巷数

1年生(49）

２年生(66）

3年生(49）

看護師(294）

6(12.2）

22(33.3）

23(46.9）

134(45.6）

43(87.8）

44(66.6）

26(53.1）

160(54.4）

Iま好ましくない」という設問を新たに追加した

(表15)。ただし、ここでの集計では全国看讃師と

の比較のため、「そう思う」「ややそう思う」と答

えた人数を示している。附属病院では、喫煙者で

も「自分の健康上、喫煙は好ましくない」「胎児

や子どもの健康のために喫煙すべきではない」に

９割以上が賛成している。一方、附属病院の非喫

煙者でも「喫煙は個人の自由である」「医療従事

者でも、勤務時間以外の喫煙は自由である」に７

割以上が賛成している。新たに追加した設問を除

いてが検定を行うと、附属病院と全国看護師で

は有意差があった。附属病院では全国看護師に対

して、「喫煙は個人の自由だが、時と場所を選ば

なければならない」という意見が目立った。

b，はじめて喫煙した年齢

上記設問で喫煙経験が「ある」と回答した者に

対し、はじめての喫煙年齢を尋ねた。３年生およ

び看護師では「20歳」が最も多かった（表18)。

虫1Ｂ初めての喫匝年齢.喫煙経破者についてのみ典Hfした．

対象(回答廿歓）ｌ２ＡＲｌ３～１５

以下１５，戴

２１～２３，

２２４Ｒ以上

１７

戒

】８

奴

旧
蝕

釦
幽

1年(6)

2年(22）

3年(22）

石田卸(133）

４

３
３
５
Ｉ

０
５
３
４

０
５
３
５

１

２
４
２
Ｉ

３
０
０
１
Ｉ

５
０
１
６
０

７

０
０
０
Ｉ

９
０
０
１
Ｉ

４
１
３

c,現在の喫煙状況

喫煙経験がある者に対して現在の喫煙状況を尋

ねた。「毎日吸っている」と回答した者は、３年

生10.2％、２年生9.1％、看護師8.5％であった（表

19)。「毎日吸っている」と「時々吸う」を合わせ

た喫煙者は１年生2.0％、２年生15.5％、３年生

24.3％、看護師150％となり、３年生が一番多い。

X2検定は１年生の頻度に０が入るので、１年生

を除いて行った。その結果、有意差が認められた。

2．学生と看護師の比較

以下の分析では、集団間の比較をする際に男性

の回答者数が少なかったために、１年生女性４９

名、２年生女性66名、３年生女性49名および看

護師女性294名について比較検討した。尚、女性

のみのデータのため前述の全国との比較で提示し

た数値と異なるが、おおまかな傾向は男性を加え

ても矛盾しない。

表１９現在の喫煙状５Ｍ）内は船を示す．

対象(回特呑勘毎日吸っている時々吸う 現在は吸ってい吸ったことはな

厳いい

1年(49）

2年(“）

3年(49)

冊證師(294）

Ｏ(O）

臼9.1）

5(10.2）

25(8.5）

Ⅱ2.0）

４(6.,

7(143）

19(6.5）

5,0.2）

12(18.2）

11(22.4）

90(30.6）

４３(87.8）

４４(66.6）

２６(53.1）

160(別.ｲ）

－２６－
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｡、たばこを吸ったきっかけ

喫煙経験者に対し、たばこを吸ったきっかけを

複数回答法で回答を求めた（表20)。全てにおい

て「友人の影響」が最も多かった。看護師では

｢好奇心」が44.4％だったのに対し、学生は全く

いなかった。X2検定の条件を満たさないため、

検定は行わなかった。

変２２禁逼を写えた理由.Ｎｌ賦回符とし､喫屈\lについてJh計した.（）内は96を示す．

対象個稗者数） 1年(3)２年(1m３年(17）看護轍l制

健康に悪い
自分の妊頤

家族の健康のため

他人に迷感

家族や友人の勧め

職１日の上司･同僚の勧め

自分自身が医療従事者だから

自分の体餌不良

医師や稲Ｈｎによる肋め(柑導）

吸える場所が少なくなった

職因で吸えなくなった

たばこ代が力功､ろ

やめらｵU2Ｋなりそう

そのM1

⑩
⑪
⑪
⑩
帥
⑩
⑪
⑩
ｄ
ｄ
Ｕ
⑩
⑩
⑪

傾
叩
叩
伽
傾
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩

Ｉ
Ｉ

9(529）
2(11.8）

Ⅸ0）

2(11.8）

０(0.0）

瓜11.8）

2(11.8）

4(23.5）

０(0.0）

Ｏ(00）

Ⅸ0.0）

０(0,0）

0,0）

０，．０）

68燭0.7）

14〔１Ｍ）

副3.7）

17(12.7）

Ｂ(60）

OIO）

１０(7.帥

鞭.7）

”.帥

０(0.0）

Ｏ(0.00

０(0.0）

０(0.0）

Ｏ(0.0）

⑭
⑪
即
⑪
即
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑩
⑩
⑩
⑩

岨
仙
唯
脆
極
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩

８
２
３
４

表20たIzこを恩１つたきっかけ,複数回移可としq艮煙経肢者について集l+した.（)内は％を

示す．

対象(回答者数） 1年(４ 2年0７ 3年(２ 巧護師(135

９．日の喫煙本数

喫煙者の１日の喫煙本数(平均)は、

が最も多かった（表23)。

親やきょうだいの影響

友人の影響

同僚や先輩の影響

ファッショナブルだ)mら

ﾃﾚﾋﾞや雄勝のＣＭを見て

ﾀﾞｲｴｯﾄのため

疲れていたから

ｲﾗｲﾗしていたから

眠気をさますため

好奇心

その他

ｊ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
１

５
０
８
８
０
０
０
０
０
０
Ｏ

Ｇ
■
■
■
■
■
■
●
■
●
●

９
１
４
４
０
０
０
０
０
０
０

刎
旧
Ⅱ
Ⅲ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ

７

２０．５）

66(48.9）

ｌⅡ8.1）

９(6.7）

４(3.0）

３(2.2）

21(15.6）

幻(20.0）

３(2.2）

60(444）

０(00）

Ｏ(0）

３(75）

Ⅱ25）

0(0.0）

0(0.0）

0(0.0）

0(0.0）

0(0.0）

0(0.0）

0(00）

0(00）

６
８
５
０
０
０
０
０
０
０
０

口
■
■
廿
勺
Ｏ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
ｏ
■

叩
噸
姻
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩
叩

2年の13.4本

表２３１日の喫煙本数(平勤．喫煙者について梨針した，

1年〈0〕２年(8)３年(7)酒護師(36）対象(回答者数）

１日の喫煙本鋺平均）０１３．４°７９８，５

h･どんなときにたばこを吸いたくなるか

喫煙に対し、どんなときにたばこを吸いたくな

るかを複数回答法で回答を求めた（表24)。学生

では「イライラしたとき」が最も多かった。看護

師では「お酒を飲んだとき」のが最も多く、次い

で「イライラしたとき」となった。ｘ2検定の条

件を満たさないため、検定は行わなかった。

e,過去の禁煙経験

１本でもたばこを吸った経験のある者に対し、

今までに禁煙を試みたことがあるか尋ねた(表21)。

｢禁煙を考えたことがない」と回答した者は、学

生がOだったのに対し、看護師では11.9％を示し

た。ｘ2検定の条件を満たさないため、検定は行

わなかった。

表2４どんな時にたばこを吸1,､たくなるか.複数回梓可とし､gH煙者について難肝した

い内は船を示す．

表２１現在のgE煙状況･禁煙の経玖.喫煙経ﾛﾛがある者について３Ｍ+した．（）内は船を
示す．

滑護師(106対象(回答者数） 年 21F(ＩＤ 3年(1５1年(1)２年(19）３年(12）冠護節(109）対象(回答者数

自分を元気つけたいとき

緊彊を和らげたいとき

ｲﾗｲﾗしたとき

気分転換したいとき

眠気を覚ましたいとき

くつろいでいるとき

お酒を飲んだとき

憂瞳や不安を忘れたいとき

ｌ(9.1）

Ｘ９｣）

7(63.6）

208｣）

Ⅸ0.0）

Ｏ(0.0）

Ⅸ0.0）

Ｏ(Ｍ）

Ｏ(00）２(19）

３<20）10(9,4〕

7(46.7）２１(19.8）

３(20）13(12.3）

2(13.3）７(6.6）

０(0.0）17(16.0）

０(0.0）２９(27.4）

０(0.0リ７(6.6）

１
１
１
１
１
Ｊ
ｊ
ｊ

０
０
０
０
０
０
０
０

□
□
■
■
▼
●
ら
Ｂ

叩
叩
剛
叩
叩
叩
叩
叩

禁煙して成功した

現在禁煙を試みている(禁

煽中）

禁煙を試みたことはあるが

したが成功したかった

軽いたばこに変えた

禁煙を考えたことはあるが

何tしなかった

紫煙を考えたことばない

⑩
⑩
⑩
Ⅱ
帥
⑩

し
■
■
０
０
■

０
０
０
０
０
０

０
１
１
１
１
１

１
０
０
０
０
Ｏ

ｌｌ

8(42.1）

ｌ(5.3）

3(15.8）

4(21.1）

3(15.8）

Ｏ(0.0）

5(41.7）

Ｋ8.3）

”5）

ｌ(8.3）

2(16.7）

０(0.0）

5K46.8〉

】0(9,2）

13(]1.9）

９(8.3）

13m1.9）

13(11.9）

i､気分転換のための手段

気分転換の手段について、複数回答法で回答を

求めた（表25)。その結果を頻度で見ると、２年

生、３年生、看護師では「食事」と「買い物」が

多かったが、１年生では「食事」と「運動など身

体を動かす」が多かった。特徴的なことは、「娯

楽」が看護師では第２位だったのに対し、学生で

は全くいなかったことである。ｘｚ検定の条件を

ｆ禁煙しようとした理由およびきっかけ

禁煙をした、また禁煙を考えたことがある者に

対し、禁煙を考えた理由を複数回答法で回答を求

めた（表22)。その結果、「健康に悪い」がすべて

の集団で一番多かった。看護師では「自分の妊娠」

が目立った。ｘｚ検定の条件を満たさないため、

検定は行わなかった。

－２７－
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考察気分縞inのための手段｡複数回梓可とした.（）内は％を示す裏2５

対象(回答者鋼 1年(6１ 3年(109） 宥護師(8482年

喫煙

運動など身体を動かす

問い物

食事

飲涌

娯楽

その他

O(0.0）

25(39.1）

8(12.5）

26(40.6）

5(7.8）

０(0.0）

０(0.0）

22(1.8）

13(119）

Ｍ(312）

35(32｣）

25(22.9）

０(0.0）

０(0.0）

７(6.3）

24(21.6）

42(37.8）

26(23.4）

12(10.8〉

Ⅸ0.0）

Ⅸ0.0）

２２(2.6）

113(13.3）

220(25.9）

182(21.5）

８８(10.4）

189<22.3）

３４(4.0）

１．全国平均と附属病院との比較

本研究で、附属病院の看護師の喫煙率は14.6％

と全国看護師の平均の24.5％よりも低いことが明

らかになった。また、職場の指定の場所での喫煙

も6.8％となり、全国看護師の50.0％より極めて少

ないことも指摘された。これは全国平均（日本看

護協会,2001）が全ての病院に当てはまらず、全

国平均に基づいた禁煙対策が、個々の病院の禁煙

実態とは異なる危険性を指摘している。

特に、病院での職場の喫煙が少ないことは、今

回調査の対象とした病院での禁煙対策が大きく影

響していると思われる。対象とした病院内は全面

禁煙となっているため、職場の通常仕事をしてい

る部屋での喫煙場所がなく、病院内には外来を含

めて３箇所の指定喫煙所があるだけである。しか

も、患者と共有となっており、非常に喫煙のしに

くい状況にある。日本看護協会（2001）でみられ

た高い比率は、このような禁煙対策ではなく、看

護師用の喫煙場所を設けている病院を多く対象と

したためと思われる。

また、日本看護協会（2001）では、禁煙への取

り組み対する設問で「軽いたばこに変えた」とい

う項目を入れていない。一方本研究では、附属病

院の喫煙経験のある看護師の24.0％が「軽いたば

こに変えた」と回答している。これは喫煙者が

｢軽いたばこに変えた」ことを健康への配慮、す

なわち禁煙への取り組みの１つと考えていること

を強く示唆する。

今回調査の対象とした病院では、「どんな時に

たばこを吸いたくなるか」という設問に対して

｢お酒を飲んだとき」が70.5％と第１位となって

いる。この項目は全国看護師では第２位となって

おり、飲酒が喫煙行動を促していると考えられる。

｢酒を飲みながらの一服」が心安らかな感情を￣

層引き立て快楽増幅動機になり喫煙を促している

ものと思われる（小川，1986)。

喫煙に対する態度では、附属病院と全国看護師

の両者ともに、喫煙が健康上問題のあることを認

識していることがわかる。しかし、附属病院では

全国看護師より「喫煙は個人の自由だが、時と場

所を選ばなければならない」という意見が目立つ

満たさないため、検定は行わなかった。

ｊ，喫煙についての意見

喫煙についての意見について、「そう思う（５

点)」「ややそう思う（４点)」「どちらでもない

(３点)」「あまりそうは思わない（２点)」「そうは

思わない（１点)」の５段階評定で回答を求めた

(表26)。「人の健康に影響を与えるので、人前で

の喫煙は好ましくない」という項目では、Krusk

al-Wallis検定によって、４集団間に有意差は認め

られたが、Ｄｕｎｎの多重比較では有意差を検出で

きなかった。「喫煙は個人の自由である」「医療従

事者として喫煙は好ましくない」「医療従事者で

も、勤務時間以外の喫煙は自由である」という項

目では、Kruskal-Wallis検定によって有意差は認

められた。このうち、「喫煙は個人の自由である」

では看護師が有意に１年生と３年生より肯定的に、

｢医療従事者でも、勤務時間以外の喫煙は自由で

ある」では看護師が有意に１年生、２年生、３年

生より肯定的に答えたのに対し、「医療従事者と

して喫煙は好ましくない」では看護師は有意に３

年より否定的に答えた。

表2691厘についての意凡

1年(49）２年(66）３年M9）漏護師(294）

自分の健康上､喫煙は好ましく永い４．８４１．８６４．８４４．８０

女性の喫煙は好ましくない３．９０120３．９６４．０６

胎児やｆどもの随Miのために咄Ejbi1十ぺき

でない４．８０1.8８４．７８‘１．７８

人の健康に影野を与えるので人前での喫

煉I±好ましくない４．７６４７９４．６１４．６１

喫煙は関人の自由である３．５５３．２３３．７１４．０８

喫煽は個人の日１１１だが時と場合を選ばな

ければならない４．７３４．７１４．６７４．８５

医縦従事轡として喫煙は好ましくない３．５９３．９８３．８４３．３０

医療従事者でも勤務lMrNII以外の喫煙は

自11]である３．４７３．１２３．５９４．２２

－２８－
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など、両者の違いも明らかになった。

今回みられたような病院の全国平均との差異は、

この病院のある地域全体の傾向なのかもしれない。

今後はこの地域の内外のさらに多くの病院での調

査および比較検討が切望される。

た高い喫煙率は、病院実習などで強いストレスに

さらされた結果なのかもしれない。

喫煙についての意見は、「自分の健康上、喫煙

は好ましくない」「胎児や子どもの健康のために

喫煙すべきでない「」人の健康に影響を与えるの

で人前での喫煙は好ましくない」という健康面へ

の意見では、これらを支持する意見が圧倒的に多

く、１年生、２年生、３年生、看護師間に有意な

差は認められなかった。特に女性の喫煙の悪影響

については、Simpson（1957）が妊娠中の喫煙と

低出生体重の関係を報告して以来、欧米を中心に

多数の疫学的研究の成績が報告されており、今や

疑う余地がないところとなっている（Lowe,1959；

HerriotetaL，1962；Butler,1973)。今回の結果

は、こうした報告の影響とも捉えることができる。

しかし一方で、「喫煙は個人の自由である」「医

療従事者でも勤務時間以外の喫煙は自由である」

という喫煙の権利については、看護師が学生に対

して有意に強く主張した。健康面で看護師が喫煙

に対して否定的な意見を述べたのに対して、明ら

かに喫煙の権利では肯定的な意見を述べるという

不一致をみせている。こうした矛盾が、禁煙対策

をする上での難しさの１つであると考えられる。

２．学生と看護師の比較の喫煙に関する実態

五十嵐（1981）は大学入学後に喫煙を開始する

人が多く、ストレスの要因は入学後の対人関係、

勉強の量、勉強の失敗の順に多いと報告している。

本研究では、「毎日吸っている」と「時々吸う」

を合わせた現在の喫煙者率が、学年が進むにつれ

て上昇した。学年進行に対する喫煙率の増加は、

実習時の患者・指導者との対人関係や勉強量の増

加、勉強上の失敗などのストレスを強く感じるよ

うになったためと考えられる。

本研究では、日本看護師協会（2001）と同様に

未成年者での喫煙経験が目立った。喫煙のきっか

けでは「友人の影響」が多く、周囲の環境によっ

て喫煙行動が左右されることが考えられる。

禁煙については「禁煙を考えたことがない」と

回答した者は、看護師の11.9％のみで、１年生、２

年生、３年生ではいなかった。行動に移すか否か

に関わらず、ほとんどの喫煙者は禁煙を意識して

いると考えられる。禁煙をしようとした、また禁

煙を考えた理由・きっかけで「健康に悪い｣、次

いで「他人に迷惑」が多かった。医療従事者およ

び医療従事者を目指す学生に、喫煙に関する知識

があることわかる。しかしながら、知識があるに

もかかわらず、現在も喫煙を続けているもの割合

が一般の平均より大きいことは由々しき問題であ

る。

喫煙行動について、学生では「イライラしたと

き」にたばこを吸うと回答した人が最も多く、こ

れに対し看護師では「お酒を飲んだとき」が一番

多く、次いで「イライラしたとき」であった。ス

コットランド健康教育省の調査では「看護学生に

は非常に強い精神的抑圧がある」と報告されてお

り、精神的抑圧が喫煙を促していると報告してい

る（Leather，1982)。要因としては対人関係や勉

強量の増加、勉強上の失敗の他に、人命を扱う責

任感や高度な知識・技術を求められることによる

プレッシャーなどが考えられる。３年生で見られ
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